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研究成果の概要（和文）：　本研究では、中世石造物の成立と地域的展開について、石質と形態の両面から検討し、１
３世紀後半に畿内系石造物が成立し、地方伝播が始まること、各地域側は、それぞれの地域で産出する石材を使用し、
地域性にあった形態を造り上げた結果、地域ごとに多様な石材・様式の石造物が出現したことを明らかにした。
　また、西日本の周辺部には、畿内系石造物の影響を受けない個性的事例が多いことに着目し、その成立事情を大陸・
半島の石造文化との関連から捉えようと調査を実施し、九州西海岸を中心に薩摩塔など中国産石造物を多数確認、日本
海沿岸地域では韓国石造文化と関連する石造物を検出し、両国を見据えた調査の必要性を指摘した。

研究成果の概要（英文）：This research considered formation and local deployment of stonework from a stone 
and a style medieval times, and clarified the following items. 1.The Kinai type stonework is formed in the
 second half of the 13th entury, and spread through rural areas. 2.The stone from local is used in each ar
ea, and since the stonework suitable for each area was built, various stonework appeared. 3.Different ston
ework from the Kinai type was built in Japanese various places except Kinai, and it can consider relation 
with the stonework culture of the China style spread before the 13th century. 4.The stonework of the China
 style is mainly distributed over West Coast, Kyushu, and the stonework of the South Korean style can be c
hecked in the area facing the Sea of Japan. 5. The necessity for the investigation and research which put 
East Asia into the view is increasing. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(１)近年、畿内型石造物を中心に中世石造物
研究が急速に発展を遂げた。しかし、そこに
は畿内型石造物が各地へ伝播することによ
って、中世石造物が成立・展開すると捉える
傾向があり、九州等に存在する個性的な石造
物は特殊・後進的なものと見なされることが
多かった。畿内型石造物は、中国渡来の伊派
石工らの制作活動に起点が求められ、13 世紀
後半に優美な形態が定着するが、その一方で、
日本各地に伊派以前の石造も少なからず残
存し、古代以来の石造技術・文化が、13 世紀
初頭に伝播した新たな技術・文化とどのよう
に関わりつつ、日本中世の石造物が成立する
のか、未解明の問題が山積みされている。 
 
(２)近年、東大寺南大門石獅子が、中国浙江
省産石材を使用し、寧波の石工集団によって
造られたこと、その内の一人が伊派石工の先
祖であることなどが解明され、中国浙江省の
石造物や石材に対する関心が急速に高まり、
日本に残る宋風石造物の調査研究が進展し
つつある。また、滋賀県石塔寺の三層石塔の
見直しを機に、これまで視野に入っていなか
った韓半島の石造文化・技術と、日本のそれ
との関係についても、関心が寄せられるよう
になった。これに伴って、これまでのように
畿内型の代表的石造物ばかりを検討するの
ではなく、九州などに分布する個性的で異形
の石造物についても、東アジアとの技術・文
化交流を前提にして、検討していく必要があ
るとの共通認識を生み出した。 
 
(３)こうした状況の中で、市村らは御影石製
中世石造物の分布とその意味について、石
材・石質と形態から検討した。そして、石造
物の分布論など石材流通・移動を論ずる際に
は、①石材の産地同定の確度を上げることが
不可欠であること、②御影石・日引石を石材
とする畿内型石造物の広域流通品は、その分
布に地域偏差があること、③その偏差は在地
系石造物の希薄な地域に大量に搬入される
のに対し、④それ以外の地域には点的にしか
搬入されないことなどを明らかにした。 
 これによって、在地系石造物が拡がる地域
には、ブランド品である御影石製石造物も、
それを駆逐して拡がることができなかった
ことが判明し、中世石造物の地域的展開の全
体像を明らかにするには、畿内型石造物の伝
播とともに、それに対する各地の対応の中で
在地系石造物の成立・展開ついての調査・検
討が不可欠となってきた。 
 
２．研究の目的 
(１)本研究では、先のプロジェクトを継承・
発展させ、最新の研究動向をくみ取り、石造
物研究の視点と方法を刷新しつつ、新たな研
究段階を目指して、以下のような目標を設定
する。 

①畿内系中世石造物の成立と展開に関す

る議論を点検する。 
②在地系石造物成立の前提とそれに対す
る畿内型石造物の影響を検討する。 

③東アジア石造物が日本中世石造物の成
立に与えた影響とそのあり方を検討する。 

 ④①-③を踏まえ、西日本における中世石造
物の成立と地域的展開について検討する。 

 
(２)①では伊派石工の手になる大和系石造物

中心の議論に対し、古代の石造文化・技
術の影響や近江系・山城系石造物の検討
など包括的な検討を試み、畿内型と一括
し得る中世石造物成立の全体像を示し、
石材と形態の両面から「畿内的なもの」
の指標を明確にする。この指標によって、
畿内型石造物が各地の石造物に与えた影
響について検証する。 

   ②では西日本各地の地元産石材を使っ
た在地系石造物が、個性的な形態・様式
を獲得した条件と背景を考察し、各地の
石材加工事情と畿内系石工・技術の交渉
の有無を解明する。在地系・畿内型石造
物の混在地域では、畿内型石造物が搬入
品か、移動する畿内系石工による制作例
か、それとも畿内系技術を受容した在地
系石工の制作か、石材と形態・様式の両
面から検証し、中世石造物の地域的展開
の実態と特質に迫る。 

  ③では石材の岩石学的分析により、中
国・韓国からの搬入石造物であることを
確認しつつ、その形態・様式の特徴を抽
出し、これを指標としながら、九州を中
心に広がる個性的な異形の石造物を、石
材と形態・様式の両面から検討し、搬入
品から国内石材による模造品へ、模造品
から和風化した石造物へ、という定着過
程や各地への伝播のあり方を考える。 

  ④では①－③の成果を総合し、一方に畿
内型石造物の成立と各地への伝播という
大きな流れを捉え、もう一方に中国・韓
国の影響を受けて成立する九州の石造物
の東への拡散を見据えながら、その間に
介在する中四国地域が、それぞれの伝統
と独自な論理によって、どのように中世
石造物を成立させていくのか、三者の相
互関係の中で考察し、西日本における中
世石造物の成立と地域的展開の様相を提
示する。 

 
３．研究の方法 
(１)中世石造物の基本とされる畿内型石造
物の形態・様式と意匠について調査・検討を
深め、畿内型と一括される大和系・山城系・
近江系の特徴を抽出し、メンバーの共通認識
を形成する。そのため、畿内の調査を進める
メンバーは、主要な畿内型石造物の実測図作
成・拓本採取を実施し、資料化を図りつつ、
具体的な比較・検討を試みる。また、畿内型
石造物成立について､主として石材と形態の
両面から、古代以来の石造物と、12 世紀末に



中国から伝播した新たな石造技術によって
制作された事例との比較･検討を試み、畿内
型石造物の成立の様相に迫る｡ 
 
(２)畿内型石造物に対し、各地に展開する多
様な石造物を在地系石造物として捉え、西日
本各地にどのような個性的・異形な石造物が
存在するのか、実測図作成・拓本採取による
資料化を図り、具体的に調査・検討を進める。
その際、西日本全域の面的調査は難しいため、
既存の成果を踏まえ、山陰、瀬戸内沿岸地域
(とりわけ備讃・芸予)、北部九州、大分県、
鹿児島県等の諸地域の石造物について重点
的に調査・検討し、その特徴を把握する。そ
の上で、石材と形態の両面から畿内型石造物
の影響のあり方を考えていく。これらの課題
については、各地のメンバーが主体的に調
査・検討を進めるとともに、全体での検討会
を通じて、その成果をメンバー全体で共有し、
地域ごとの比較・検討に資するようにする。 
 
(３)石造物の分布や流通を問題とすれば、そ
の石造物石材の産地が問題となる。それが分
からなければ、石造物そのものの評価も不十
分になる。とりわけ在地系石造物であれば、
地元産石材を使用するのが普通であり、地元
産以外の石材なら、他地域からの搬入品であ
ったことになる。石造物石材の識別は、これ
までは調査者の経験によりなされて来たが、
石材の産地同定・識別は客観的で確度の高い
ものであることが要求される。そこで本研究
では、これまでの目視による観察に加え、石
材ごとの制作技術の相違による形態の微妙
な差異、さらには岩石学研究者との協働によ
る、ルーペを使用した含有鉱物の観察や、帯
磁率の計測による客観的な数値の比較・検討
などを重ね、その確度を高めるよう努める。 
 
(４)宋風石造物の存在が注目されているが、
それを岩石学的に確認した研究はほとんど
なく、それゆえ本研究では、岩石学の研究者
とともに宋風石造物と石切場の調査を実施
し、石材の厳密な識別・判断を行う。合わせ
て浙江石材の生産と加工のあり方について
も調査し、日本で確認される宋風石造物との
関連を考える。また、百済との関連が指摘さ
れる滋賀県石塔寺の三層石塔との検討を深
めるため、韓国の石造石塔に重点を置いた調
査が不可欠であり、韓国の公的調査で所在が
確認されているものを可能な限り実見し、日
本の中世層塔との比較検討を進める。 
 
４．研究成果 
(１)確立した畿内型石造物は、硬質の花崗岩
を石材にして、均整のとれたものがほとんど
であり、各地に残る在地系のそれと比較すれ
ば、その違いは一目瞭然である。それは、五
輪塔・宝篋印塔・宝塔・層塔などに彫り込ま
れた梵字や仏像の彫り方、各部の装飾につい
ても共通してみられる点である。 

畿内型と括られる大和系・山城系・近江系
については、基礎部の格狹間の意匠、基礎部
上面の装飾の違い、笠の段数や隅飾り突起な
どに微妙な相違が確認されているが、相互に
影響し合う点が多く、３系統の存在を意識し
つつも細部に拘り過ぎず、全体として共通す
る形態・様式に注目し、各地の事例と比較す
ることが必要であることを確認した。 
 
(２)畿内型石造物は、13 世紀半ば頃に出現し､
13 世紀後期に確立するとされるが､近畿圏や
その周辺でも 13 世紀半ば以前の石造物が少
なからず確認される。当然ながら、これらの
石造物は、畿内型石造物の起点とされる伊派
系石工らが制作した石造物と系統を異にし、
形態・意匠など様々な面で大きな相違があり、
しかも使用している石材は凝灰岩がほとん
どである。 
 これまでの研究では、伊派系石工の手にな
る優品に関心が集まり、伊派石工以前の古式
石造物については十分検討されてこなかっ
たが、伊派系石工による石造物制作がスムー
スに軌道に乗った背景には、こうした 12 世
紀後期～13 世紀半ばの古式石造物の展開が
あったことは間違いない｡しかし、伊派系石
工によって畿内型中世石造物が確立すると、
これらの古式石造物は駆逐されていくため、
その起源や伊派系以降の石造物にどのよう
な影響を与えたのかはまだ未解明である。 
 本研究は、畿内に残存するこれらの古式石
造物の調査が不十分なまま終了し、今後に課
題を残すことになったが、少なくともこれら
の石造物が伊派系石造物の成立・定着以前に
制作されていたのなら、その伝統技術の一部
が畿内型中世石造物の成立に何らかの影響
を与えた可能性があるはずである。その古式
石造物の成立について考えてみると、畿内圏
で自生したというより、13世紀前半以前に中
国から伝播した石造技術をベースにしてい
る可能性が高い。中世の畿内型石造物のすべ
てを伊派系石工の登場から考えず、それに先
行するいくつかの石造文化伝播の波の中で
捉え直す視点が不可欠になったといえる。 
 
(３)それは畿内圏以外においても同様であ
る。大分県臼杵市には、伊派系以前の石造物
として、12 世紀後半の一石彫製五輪塔や五輪
塔の存在が知られていたが、本研究や近年の
各地での調査の進展とともに、山陰など各地
で12世紀後期-13世紀前半と見られる五輪塔
の存在が明らかになってきた。とりわけ水輪
が棗型をした古式五輪塔は各地で確認され、
この時期の比較的広い範囲で制作されてい
た形式である可能性が高まった。これらの古
式石造物は、伊派系の石造物が成立・展開す
る以前に、畿内のみならず東西日本で制作さ
れていた可能性があり、伊派系の加工技術以
前に伝播した中国石造物の影響のもとに成
立したと考えられる。本研究では、棗型の水
輪を持つ五輪塔や一石彫製五輪塔を網羅し



て検討するには到らなかったが、畿内系中世
石造物に先行する石造物のあり方の一端を
見通すことができた。 
 
(４)それとともに注目されるのは、鹿児島県
を中心に、伊派系畿内石造物の影響をほとん
ど受けない石造物群が分布する点である。こ
れを遠隔地の後進的石造物とする傾向があ
ったが、南九州市川辺町清水磨崖仏群の中に
ある宝塔の特徴的な伏鉢が、中国の石造文化
の影響による形態である可能性が指摘され、
伊派系以前もしくはそれと別に伝播した石
造文化との関連が考えられるようになった。 
 また、鹿児島県や大分県など、九州には層
塔・宝塔・宝篋印塔の笠部に垂木を表現した
ものが多数存在し、この地域の特徴の一つで
あることが確認された。これは木造塔の形態
を石造塔に写し替えたもので、時代が下るに
つれて形骸化するが、こうした垂木の装飾を
持つ石造物は、中国や半島の石塔でよく見ら
れることから、その影響のもとに成立した可
能性が高まった。これも伊派系畿内型石造物
とは別の時期または別ルートで伝播した石
造技術・文化の存在を示す。その具体的なあ
り方は、今後の検討課題であるが、少なくと
もこれまでの単純な技術・文化伝播論を克服
する視点と方法が必要であることは間違い
ない。残された課題もあるが、その解明の端
緒を獲得したことは大きな成果である。 
 
(５)九州でも鹿児島県・大分県・福岡県は、
それぞれに異なった石造物の分布が確認さ
れる。中でも鹿児島県は最も個性的で、畿内
型石造物の影響から最も遠い存在である。こ
れに対し、福岡県は博多・太宰府・宗像社な
どを中心に、畿内型石造物がかなり搬入され、
時代を超えて畿内の石造文化を需要し続け
ていたことが明らかとなった。両者の中間に
位置するのが大分県であり、この地域では国
東塔のように、畿内型石造物の影響を受けつ
つ、地域色豊かな石造物を生み出している。
この事実は、畿内系石造技術・文化を一方的
に受容したのではなく、地域の伝統や嗜好に
合わせて、必要な要素を取捨選択し、独自な
造形を生み出したことを示す。 
 それは広島県尾道市と対岸の愛媛県今治
市を中心とした芸予地域でも同様である。こ
れらの地域は、花崗岩製石造物の宝庫であり、
地元産花崗岩を使用し、畿内を除く西日本で
最も高度に石造物を発展させた地域であっ
た。その理由は、これらの地域が良質の花崗
岩産出地であったこと、尾道周辺に鎌倉期か
ら高野山や真言律宗が進出し、今治でも早く
から東大寺と関係が深いなど、畿内型石造技
術・文化が伝播・定着しやすい環境が形成さ
れていたからである。瀬戸内海を挟んだ両地
域は、内海海運の主要港湾都市として相互に
影響しつつ、石造技術・文化の面でも交流を
深め、畿内型花崗岩石造物の生産・流通の一
大拠点に発展を遂げたのである。 

 
(６)しかし、子細に見ると、今治周辺の宝篋
印塔が越智式などと呼ばれるように、両者と
も明確な地域色を有しており、無前提に畿内
の石造技術・文化を受容したのではない。地
域の伝統や嗜好に合わせ、必要な要素を取捨
選択していたことが確認される。その点では
大分県の国東塔などと共通性を持つ。 
 このように、13 世紀後半に畿内系石造物の
技術・文化が定式化し、四国・瀬戸内・北近
畿・山陰に伝播し、拡散していく過程を概観
すると、伝播は双方向的・連続的ではなく、
畿内から各地へ伝播すると、それぞれの地域
で地域色を持ったものに変化していくこと
が判明した。そして、定着過程で各地の伝統
技術や文化との関係で、多様な石造物が成立
してくることも明らかになった。 
 
(７)問題は、伊派系を中心とした畿内型石造
物に先行する在地系石造物の起源をどう捉
えるかである。(４)では伊派系石工や技術と
別の時期・ルートによって伝播した石造技
術・文化の存在を指摘したが、本研究ではそ
の考察を進める材料として、東大寺南大門の
宋風石獅子や九州各地で確認される薩摩
塔・石獅子・碇石などに着目し、その分布調
査と検討を進めて検討を試みた。その結果、
①宋風石造物とされるものの石材はほとん
どが浙江石材(梅園石・小渓石)であり、②そ
の分布地域は九州西海岸を中心に中国地域
西端部に及ぶ、③碇石の分布からは、文献史
料には見えない新たな日中交流の場が数多
く判明し、④東大寺南大門の石獅子をはじめ
とする石獅子は、やがて寺社門前の狛犬へと
変化していくことなど、その後の石造物にも
影響を与えていることが分かった。しかし、
薩摩塔については、中国の石造物の中での位
置づけや、日本中世石造物への技術的影響に
ついて不明な点が多く、今後に課題を残した。 
 
(８)韓国の石造物調査は、石塔寺三層石塔と
の比較検討、日本中世の層塔への影響を中心
課題として､８～10 世紀の石塔に重点を置い
て集中的に進め、韓国で確認される多重石塔
の７～８割を実見し、検討を行った。また、
日韓の研究会・検討会も実施した。その結果、
この時期の日韓の石塔は、加工・造立技術の
面で異なるが、屋根の加工に若干の共通性が
見られることや、高麗時代に多様化する韓国
石塔の中に、日本中世の石塔に類似したもの
が登場すること、韓国石塔に見られる垂木な
どの装飾が日本の石塔に影響を与えた可能
性があることなど、新たな事実が明らかにな
ってきた。また、韓国石造物の調査を契機に、
これまで見過ごされていた非和風石塔類に
目を向ける機運を生み出した結果、日本海沿
岸地域を中心に、韓国風と見られる石造物の
存在が相次いで指摘されるようになった。 
日韓石造物の比較研究は、先行研究の成果

が乏しいため、当初は手探り状態で調査・検



討を進めたが、研究期間終末近くなって、高
麗～李朝時代の石造物調査が鍵を握ること
が明らかとなった。その調査が進めば、これ
まで未解明であった日韓の石造技術・文化交
流の内実をかなり解明できるであろうこと
が分かった。また、韓国での調査や共同研究
会、日本での共同研究会・検討会を通じて、
日韓の研究者間の交流・連携の基礎を築いた
のも、大きな成果であろう。 
 
(９)石材識別・産地同定は、これまでのよう
に経験と主観に頼る方法が限界になってい
たが、私たちは石材の目視による表面観察、
ルーペによる鉱物構成の観察、帯磁率の数値
による比較検討、加工技術による形態的特徴
の相違、宗教的・歴史的背景の考察などを総
合し、より高い確度でその判断を行った。本
研究の最終段階では、帯磁率と放射線量の計
測数値を重ね合わせ、より確度を高める方法
も試行されはじめたが、今や石造物研究にと
って、石材・石質の検討とその方法論の刷新
は不可欠の要件になってきた。 
 とりわけ本研究では、岩石・鉱物・火砕流
の研究者を分担者・連携研究者・研究協力者
として１名ずつ配し、帯磁率・放射線に詳し
い研究者協力者も加え、文理協働による調査
を進めた。中でも中国での石材調査は、これ
まで大ざっぱに梅園石とされていたものが、
梅園石と小渓石に分かれることや、その形成
過程を含めた岩石学的性格を明らかにし、こ
の面での研究を大きく前進させることがで
きた。さらに中国の石切場で採取したサンプ
ルと九州に分布する薩摩塔薄片を化学分析
により、同じ石材であることを確認するなど、
人文系に自然系の研究手法を導入し、共同研
究のあり方を提示することもできた。 
 ただし、石材の薄片とはいえ、文化財であ
る石造物の一部破壊を伴う方法で石材識
別・産地同定を試みた点は批判意見もあり、
その点を重く受け止めて、非破壊のより良い
分析法の開発に不断の努力をしていきたい。 
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